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平成 4年度(1992) 
個展を前提とした作品制作研究⑽ 
第10回個展・Gallery Work Ⅱ in  Naha 

  金城 満 
 

 

 

１. 展覧会名: 

  金城満展・痕跡のあと 

 

２. 趣旨： 

 「描いても、描いても、描ききれないもの」、「消しても、消しても、消し去れないも  

 の」、痕跡はやがて消え去るが、それでも残るものそれを「痕跡のあと」と呼びたい。 

 

 

３. 材料技法 

  ナンピ材、ニカワ顔料、箔、テンペラ、油彩 

 

４. 展覧会場 

  Gallery Work Ⅱ  

 

５. 展覧会期  

  1992年11月09日（月）～21日（土） ※12日間 

 

６. 開館時間 

   11：00～19：00 

 

７. 観覧料金  

  無料 

 

８. 企画  

  Gallery Work Ⅱ 
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９. 作品リスト 

No.   作  品  名  サイズ（ｃｍ） 材   料 制作年月 備 考 

141 シリーズ「痕跡のあと」I 83.0 x 116.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

142 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅱ 

83.0 x 116.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

143 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅲ 

99.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

144 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅳ 

116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

145 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅴ 

116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

146 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅵ 

116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

147 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅶ 

116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

148 シリーズ「痕跡のあと」

Ⅷ 

133.0 x 406.0 cm 杉材、ニカワ、顔料、箔、テ

ンペラ、油彩 

1992 年 第 10 回個展 

 

10. 関連イベント 

 アーティストトーク 

 

 

11. 考察（報道等資料）（pp.14-18） 

 ⑴「痕跡のあと」について 金城満  

 

 ⑵沖縄タイムス 1992.11.21 展評/｢工工四｣をプリント 

     金城満展 「痕跡のあと」シリーズ個展  (学芸部／真久田巧記者) 

 

 ⑶沖縄タイムス 1992.12.06 11 月美術月評                     

     求心的かつ構築的  発色抑え重厚感を現出    (翁長直樹) 
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　

シリーズ「痕跡のあと」I
83.0x116.0 cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

シリーズ「痕跡のあと」 Ⅲ
99.0x136.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　　

シリーズ「痕跡のあと」 Ⅴ
116.0x136.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

シリーズ「痕跡のあと」 Ⅳ
116.0x136.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　

シリーズ「痕跡のあと」Ⅶ
116.0x136.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

シリーズ「痕跡のあと」 Ⅵ
116.0x136.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

シリーズ「痕跡のあと」ⅦI
133.0x406.0cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩（同時期）
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　

シリーズ「痕跡のあと」 II
83.0x116.0 cm   1992年
ナンピ材、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩
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92/11/09~21・第10回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

　　　　　　　　　　部分

13



14



Ｌ経過一使用した板の種類から－

ランバーコアポード

（合板）
画面の形に合わせて切断
部分的に表面を剥がす
（糖鵬）

１
１
Ｉ

南檜

(跡ﾅﾝﾋﾟ#）
M10mOIitMIcl'んだ…－，

（鍔|FM） 縦板のイメージとして

→雨戸・位牌・棺桶
ロシアイコンその他

杉

(床材）
lil20mOlliilllcMbだ……ｊ

（拙慨）

２制作過程から材料、テーマを考える

制作過程は大きく分けて次の５つの段階を前後しながら進んでいく。
－〉 －＞ －う －う －＞ －う

木工 ニカワ 箔 油彩ﾃンペラ

U← ←Ｉ← ← ← ←

絵の具のメデイウムを水'住（ニカワ）、両'性（卵）、油性（樹脂油）、

の８種類を使い分けることにより、絵の具と支持体の可能'性を拡げたかっ

た。

まず、吸水'性の石膏下地を施したボードにニカワで練り込んだ顔料を、

何層にも重ねていき、水で拭き取ったり、グラインダーをかけたりして絵

の具を剥した後箔を貼る。そのため、箔で、それらの質感とは対照的に幾

何学的な秩序（比率）を元に画面をつくっていく。

その後、徐々に崩れながら、新たな秩序を生み出していくわけだが、そ

れはちょうど、コンクリートの壁に走ったひび割れの線が、ある秩序の元

にあるように進む。

では、なぜ幾何学的なものから出発していくのかと言うと、数的に測定

でき、「見える形であり」「聴ける音」であるからだ。言い換えれば、網

膜の外であり、鼓膜の外である。よって私自身の「内」を触発していくも

のとしての出発点であり、板、絵の具、箔の剥離も、同じ意味を持つ。

以上の過程で、削る、引っかく、拭き取る。．．などの行為は、テーマ

である、シリーズ「痕跡のあと」と結びつく。

「描いても、描いても、描ききれないもの」、「消しても、消しても、

消し去れないもの」、痕跡はやがて消え去るが、それでも残るもの。それ

を「痕跡のあと」と呼びたい。人間そのものを、点ではなく上下左右への

座標そのものとしての実感を、私自身強く持ちたい為の表現である。
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沖縄タイムス
平成4年（1992）年11月21日
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沖縄タイムス
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